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１．目的 

これまでのモニタリング調査で蓄積されたデータを有効に活用するために、データベースを作

成して広域の解析に利用できるよう整備する。また、森林生態系への酸性雨の影響や下流域への

負荷実態を評価し、溶存成分の流入・流出を考慮した定量的な収支を明らかにするために、モデ

ル流域での詳細なフラックス解析とともに、全国の代表的な森林流域におけるモニタリングを行

う。これらの結果をもとにして森林における溶存成分のフラックスを広域的に評価する。 
 

２．当年度研究成果の概要 
 データベースの作成では、昨年度までの行った第2期までのデータベースを改良した。第3期の

データを入れるため、仕様を変更した。また各センターステーションの基礎情報を整備するとと

もに、全体のデザインも改良した。 

 モニタリング調査流域ならびに桂試験地における主要溶存成分の流入負荷量、流出負荷量を

明らかにした。釜淵の無機態窒素、硫黄の負荷量の多さと山城の少なさが顕著であった。また

山城の渓流水のNO3濃度が著しく高く、姫神と木曽牧尾川流域の渓流水のSO4濃度が特徴的に低い

値を示した。 

 各支所モニタリング調査流域ならびに桂試験地周辺地域における渓流水質の地域的変異を調

査した。東北釜淵試験地周辺では中古生層より花崗岩地帯では溶存成分濃度が低いこと、木曽

では美濃帯堆積岩類の分布する流域ではpHおよび、Ca、Mg、SO4、HCO3
-濃度が高いこと、九州鹿

北試験地周辺では、黒色片岩の流域でNO3、SO4濃度の流域毎の変動が大きいことなど、水質と地

質との関係を明らかにした。また夏季の乾燥や梅雨期の増水などの影響を受けやすい硝酸イオ

ンや影響を受けにくい塩素イオンなど、イオン種による違いを明らかにした。 
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５．評価結果の概要 

渓流水質のモニタリングはほぼ順調に進捗しており、本課題の目的である流域単位での物質フラ

ックスも明らかになりつつあり、目標は達成されつつあると判断される。また、各地域における

広域多点水質調査についても、各地域で順調に調査は進捗している。ここで行なわれている多点

調査の結果は、各地域にける定点モニタリング流域の位置づけを明らかにするにとどまらず、森

林流域の水質規定要因の抽出を可能とする情報を同時に含んでいると考えられ、各試験地と調査

デザイの特質を活かし、それぞれの独自の切り口による解明が望まれる。 

 
６．評価において改善を指摘された事項への対応 

 データの公開は手続きなど事務的な部分について他のデーターベースを参考に検討を進める

予定である。水質変動要因が各試験地により異なる実態が明らかになった。それぞれの流域の特

性を明瞭にするとともに、水質規定要因の解析を進め、論文発表につながるよう努力する。 




